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絶
景
と
調
和
往
時
を
思
う

春
日
神
社
は
、
橿
原
市
南

部
の
鳥
屋
町
に
あ
り
ま
す
。

周
辺
に
は
５
世
紀
か
ら
７
世

紀
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
新

沢
千
塚
古
墳
群
が
あ
り
、
社

殿
の
建
つ
高
台
に
も
前
方
後

円
墳
や
円
墳
が
密
集
し
て
い

ま
す
。

創
建
時
期
は
不
詳
で
す

が
、
元
は
す
ぐ
南
の
方
墳
と

し
て
は
国
内
最
大
級
の
桝
山

古
墳
の
墳
丘
上
に
建
っ
て

い
ま
し
た
。
１
８
８
７
（
明

治

）
年
、
同
古
墳
が
第

代
垂
仁
天
皇
の
弟
・
倭
彦

命
の
身
狭
桃
花
鳥
坂
墓
に

治
定
さ
れ
る
と
、
社
殿
は

八
王
子
社
が
あ
っ
た
現
在

の
場
所
に
移
転
さ
れ
ま
し

た
。
祭
神
は
天
児
屋
根
命

と
倭
彦
命
で
、
そ
れ
ま
で
の

八
王
子
社
は
摂
社
と
な
り
ま

し
た
。

拝
殿
は
切
り
妻
造
・
桟

瓦
（
平
瓦
と
丸
瓦
が
一
体

化
し
た
波
形
瓦
）ぶ
き
で
す
。

本
殿
は
春
日
造
（
正
面
の

柱
間
が
一
つ
で
、
切
り
妻

屋
根
で
棟
と
直
角
な
面
に

入
り
口
が
あ
る
様
式
）
で
、

拝
殿
と
は
つ
な
ぎ
廊
で
結
ば

れ
、
三
方
向
が
土
塀
で
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は

江
戸
時
代
の
天
保
年
間
に
奉

納
さ
れ
た
手
水
鉢
や
石
灯

籠
、
明
治
時
代
に
寄
進
さ

れ
た
石
鳥
居
が
見
ら
れ
ま

す
。社

殿
が
建
つ
高
台
一
帯
は

「
御
城
山
」
と
呼
ば
れ
、
中

世
に
南
大
和
で
勢
力
を
誇

っ
た
豪
族
・
越
智
氏
に
属
し

た
鳥
屋
氏
の
城
が
あ
り
ま
し

た
。
境
内
か
ら
は
越
智
氏
の

居
城
が
あ
っ
た
貝
吹
山
や

丘
陵
が
一
望
で
き
、
往
時
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

平
井
真
知
子
）

春
日
神
社
拝
殿
‖
橿
原
市
鳥
屋
町
で


